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那珂川水系那珂川の洪水予報の基準水位を 
暫定基準水位から通常の基準水位に戻して運用します 

令和元年東日本台風での出水により那珂川の堤防3箇所が決壊したことから、国土交通
省関東地方整備局常陸河川国道事務所と水戸地方気象台及び宇都宮地方気象台との共同で
発表する「洪水予報」及び当事務所が発表している「水防警報」に用いている那珂川の野
口水位観測所(常陸大宮市野口)について、発表基準水位を引き下げた暫定基準水位を設定
して運用してきました。 
今年度の出水期が終了し、本復旧工事についても計画堤防断面の盛土と川表側の護岸に
よる堤防強化が完了していることから、令和２年10月30日17時をもって暫定基準水位
での運用を解除し、被災前の通常の基準水位に戻して運用することをお知らせします。 
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【野口水位観測所（38.28kp）】 

暫定基準水位 

被災前の基準水位（令和2年10月30日17時から運用）

水位 
危険度レベル

水位 求める行動の階段

レベル５ 氾濫の発生以降 氾濫水への警戒を求める段階

レベル４ 氾濫危険水位から氾濫発生まで
いつ氾濫してもおかしくない状態
避難等の氾濫の発生に対する対応を求める段階

レベル３ 避難判断水位から氾濫危険水位まで 避難準備等の氾濫発生に対する警戒を求める段階
レベル２ 氾濫注意水位から避難判断水位まで 氾濫の発生に対する注意を求める段階
レベル１ 水防団待機水位から氾濫注意水位まで 水防団が体制を整える段階

別 紙 

氾濫危険水位 4.5m
避難判断水位    4.1m
氾濫注意水位     3.5m
水防団待機水位 2.5m

氾濫危険水位 4.1m
避難判断水位    3.6m
氾濫注意水位     3.5m
水防団待機水位 2.5m




